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目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

地域交流路線基幹バス
地域間幹線系統赤ルートの
運行

利用者数のカウ
ント

実績：50,361人
前年：41,667人
（8,694人増　達成）

コロナ前のピーク時（令和元年度49,230人）を
超える過去最多の利用となった。行政境を意識
することなく移動できるサービスとして、維持
しつつ、更なる利用拡大を目指す。

地域交流路線基幹バス
フィーダー系統青ルートの
運行

利用者数のカウ
ント

実績：26,733人
前年：25,655人
（1,078人増　達成）

ルートを見直し、昨年度の過去最多の利用から
さらなる利用増を達成。赤ルートと比較すると
便あたりの利用者数はまだまだ少ないため、利
用促進事業等を実施し、利用拡大を目指す。

地域内移動サービスである
接続タクシーの運行
（バスを補完）

利用者数のカウ
ント

バスを補完するサービスのため目
標設定せず。
利用実績：552人（前年比減）

制度を見直し、利用可能範囲を広げた。前年減
となったものの、新たな利用が見られ始めてい
る。高齢者の集会等に出向くなど、今後も制度
の継続的な周知による利用増を目指す。

（記載に当たっての留意事項）

・　本様式中、表題の「（○年○月～○年○月）」の部分には、評価等の対象となる期間を記入してください。

・　毎年度の評価になじまないような目標や、数年おきの評価を予定している目標については、「備考」の欄にその旨を明記の上、「目標」及び「備考」の欄以外は「－」と記載して下さい。

・　一つの目標と複数の取組が対応している場合や、複数の目標と一つの取組が対応している場合には、適宜欄を修正の上、記載を行ってください。

・　月ごとの利用者数の推移等の詳細データや、地域公共交通計画の評価等に係る協議会における議論の結果（議事録等）等の関連資料がある場合には、併せて添付して下さい。

・　地方公共団体・協議会等において独自に作成している評価等の様式が既にある場合や、地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価を行った報告様式がある場合には、
参考資料として添付して下さい。

武豊町地域公共交通計画の評価等結果（令和４年１０月～令和５年９月）

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

コミュニティバス
（地域交流路線基幹
バス）の利用者数

目標
計画最終年度（R7）

72,000人

（年2,755人増加）
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